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　 2024 年度学会賞は， 学術賞， 奨励賞（ 研究奨励賞）， 優秀賞（ 優秀論文賞， 優秀報文賞， 優秀技術賞， 優秀技

術リ ポート 賞）， 環境賞， 歴史・ 文化賞， 地域貢献賞， メ ディ ア賞， 功労賞の各賞が， 学会賞選考委員会の選考

を経て， 2024 年 5 月 10 日開催の第 279 回理事会において決定し た（ 今回， 技術奨励賞， 著作賞， 教育賞， 国際

貢献賞は授賞がなかっ た）。

　 また， 上野賞は， 上野賞選考委員会の選考を 経て， 沢田賞は， 沢田賞選考委員会の選考を 経て， 両賞と も

2024 年 5 月 10 日開催の第 279 回理事会において決定し た。

　 授与式は， 2024 年 9 月 10 日， 弘前大学文京町キャ ン パス創立 50 周年記念会館みち のく ホールにおいて，

2024 年度（ 第 73 回） 農業農村工学会大会講演会の開会式， 特別講演に引き続き行われた。

2024 年度農業農村工学会賞選考経過報告 

学会賞選考委員会

　 2024 年度学会賞のう ち， 学術賞， 奨励賞（ 研究奨

励賞），優秀賞（ 優秀論文賞，優秀報文賞，優秀技術賞，

優秀技術リ ポート 賞）， 環境賞， 歴史・ 文化賞， 地域

貢献賞， メ ディ ア賞， 功労賞の各賞 27 件の業績が，

2024 年 3 月 27 日開催の第 2 回学会賞選考委員会を経

て授賞候補を選考し ， 2024 年 5 月 10 日開催の第 279

回理事会において承認さ れ， 授賞が決定し た。 各賞の

「 選考理由」 は， 以下のと おり である。

【 学術賞】

農業水利施設のリ スク評価と 信頼性設計に関する

一連の研究

西村伸一

　 本業績は， ため池堤体や干拓堤防などの土構造物を対象と し た

性能設計およびリ スク評価手法の構築に関し 有益な知見を与える

もので， 数の限られた試験からし か得られない地盤定数に対し ，

その空間分布推定を地質統計手法により モデル化すること で， 相

関距離と し て地盤定数を補間できる信頼性設計への可能性を示

し ， また， 地盤定数の空間分布特性等を考慮し たため池堤体の破

壊確率と 氾濫解析に依存し ない応答曲面法によって， 被害額算定

によるリ スクの評価手法を構築し た。 これらの土構造物のリ スク

評価手法はすでに社会実装さ れており 社会的貢献度も 高いも の

で， これら一連の研究は， 農業農村工学に関する学術または技術

の進歩に貢献し た創意ある優秀な業績であると 評価さ れ， 農業農

村工学会学術賞を授賞するにふさ わし いと 評価さ れまし た。

【 研究奨励賞】

プロセス型水食モデルの導入による

水食対策の精緻化に関する研究

大澤和敏

　 本業績は， 土壌侵食・ 土砂流出による水環境汚染と いう 課題に

対し て， 主に亜熱帯地域における調査研究を通じ て， 農地管理の

観点から解決に取り 組んだもので， 土砂流出過程の再現に適し た

並列タ ンクによる貯留型モデルと 浮遊土砂流出モデルを組み合わ

せて 新たな モ デルを 構築し ， 従来の USLE モ デルに代わり

W EPP モデルが日本でも適用可能であること を示し た一連の研究

は， 農業農村工学に関する学術または技術の進歩に寄与すると 認

められる優秀な業績であると 評価さ れ， 農業農村工学会研究奨励

賞を授賞するにふさ わし いと 評価さ れまし た。

【 研究奨励賞】

凍結・ 融解に伴う 土壌中の熱・ 物質移動現象に関する

基礎的研究

渡辺晋生

　 本業績は， 土壌凍結時における土中の熱・ 水分・ 溶質移動を精

緻な室内実験により 明らかにし ， また， 凍土下での水分動態を予

測する数値モデルを提案し ， 寒冷地での営農評価や凍結工法を用

いた物質挙動の制御など現場レベルでの活用が期待さ れるも の

で， これら一連の研究は， 凍土を介し た自然現象の理解向上に貢

献するものであり ， 農業農村工学に関する学術または技術の進歩

に寄与すると 認められる優秀な業績であると 評価さ れ， 農業農村

工学会研究奨励賞を授賞するにふさ わし いと 評価さ れまし た。

【 研究奨励賞】

地球化学的手法による

地下水資源開発を中心と し た一連の研究

吉本周平

　 本業績は， 地下ダム， 淡水レンズ， そし て河川への地下水流出

と 地下水資源の持続的管理の観点から， 地球化学的手法を用いた

モニタ リ ング， 現象の再現・ モデル化および影響評価に関し て進

・
・

・
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められた研究であり ， 地下水流動や物質輸送， 環境ト レーサなど

の多様なアプローチで水資源の開発に貢献し た一連の研究は， 農

業農村工学に関する学術または技術の進歩に寄与すると 認められ

る優秀な業績であると 評価さ れ， 農業農村工学会研究奨励賞を授

賞するにふさ わし いと 評価さ れまし た。

【 研究奨励賞】

農業水利施設の補修・ 補強工法と その材料に対する

有効性評価手法に関する一連の研究

上野和広

　 本業績は， 補修・ 補強工法およびその材料に対する有効性評価

手法に関するもので， 農業用施設の長寿命化のための技術革新お

よび既存施設の有効活用が期待さ れ， 一面せん断試験における無

機系材料間の付着境界の剥離の発生要因やせん断付着強度の評価

方法を明確化し ， コンクリ ート に生じ るカルシウム溶脱と 炭酸化

がせん断付着強度に与える影響を明らかにし た一連の研究は， 農

業農村工学に関する学術または技術の進歩に寄与すると 認められ

る優秀な業績であると 評価さ れ， 農業農村工学会研究奨励賞を授

賞するにふさ わし いと 評価さ れまし た。

【 優秀論文賞】

ため池群水利ネッ ト ワークにおける各ため池の

機能別にみた立地特性および管理上の課題

平石カムイ・ 武山絵美・ 小林範之

　 本業績は， 大日川ダム（ 兵庫県あわじ 市） 下流域のため池群を

対象に， 各ため池の取水源と 配水先を指標と し て， ため池群水利

ネッ ト ワーク内の機能に応じ たため池の分類を行い， 各類型の立

地特性や管理上の課題について整理し たもので， 農業農村工学に

関する学術または技術に関する優秀な業績であると 評価さ れ， 農

業農村工学会優秀論文賞を授賞するにふさ わし いと 評価さ れまし

た。

【 優秀報文賞】

地域未利用資源を活用し た

燃料ブリ ケッ ト の改良と 普及方法

木村健一郎・ 爲季　 誠・ 折笠世紀

松本武司・ 神谷康雄

　 本業績は， モンゴルにおける過放牧や気候変動に起因するエネ

ルギーと 環境問題の課題に向けて， 未利用資源の石炭粉を用いた

改良燃料ブリ ケッ ト の開発と その普及に向けた取組みを行ってお

り ， 単なる技術支援でなく ， 技術の普及と 地域の持続性をも考慮

し た取組みであり ， 農業農村工学に関する学術または技術に関す

る優秀な業績であると 評価さ れ， 農業農村工学会優秀報文賞を授

賞するにふさ わし いと 評価さ れまし た。

【 優秀報文賞】

米の生産費削減を目指し た

自動走行農機仕様の圃場整備

齋藤晴美・ 市川敬一郎・ 古高太規

　 本業績は， 戦後の圃場整備に関する考察をもと に， 自動走行農

機に対応し た圃場整備の必要性を論じ ， スマート 農業の推進が政

策課題と なる中， 今後の施策展開に重要な示唆を与える内容であ

り ， 施策立案者にと っては今後の圃場整備の推進に向けた重要な

指南書と なるもので， 農業農村工学に関する学術または技術に関

する優秀な業績であると 評価さ れ， 農業農村工学会優秀報文賞を

授賞するにふさ わし いと 評価さ れまし た。

【 優秀報文賞】

W ebGIS を用いた

農業用ド ローンシェ アリ ングシステムの構築

佐藤（ 金子）のぞみ・ 辻　 武史

　 本業績は， 農業用ド ローンの新たなシェ アリ ングシステムを構

築し て導入コスト の縮減を図る実証的な取組みであり ， 農村地域

の労働力不足が顕在化する中で， 農業生産性の向上に向けてド

ローンの導入を計画するさ まざまな地域において取組みの促進が

図られるものと 期待でき， 将来に向けた発展の可能性があるもの

で， 農業農村工学に関する学術または技術に関する優秀な業績で

あると 評価さ れ， 農業農村工学会優秀報文賞を授賞するにふさ わ

し いと 評価さ れまし た。

【 優秀報文賞】

明治用水頭首工の漏水事故に対する緊急対応

乃田啓吾・ 岡島賢治・ 千家正照・ 千原英司

西村眞一・ 梶川千賀子・ 酒井俊典・ 平松　 研

　 本業績は， 令和 4 年 5 月に発生し た明治用水頭首工の漏水事故

について， 事故の詳細や現場対応に関する情報をいち早く 学会員

に提供すると と もに， 基幹的な農業水利施設が備えるべき事業継

続計画の必要性を指摘し ， さ らに今後のリ スク低減に向けた施設

整備やソフト 対策の必要性を指摘し たもので， 農業農村工学に関

する学術または技術に関する優秀な業績であると 評価さ れ， 農業

農村工学会優秀報文賞を授賞するにふさ わし いと 評価さ れまし た。

【 優秀報文賞】

全国での農業用ため池の廃止工事例と その特徴

森　 洋・ 一戸栄美

　 本業績は， ため池廃止工事の標準的な指針が制定さ れていない

現状において， 各地域が創意工夫し て廃止工事を実施し た実態の

アンケート 調査結果と 併せて， 廃止工法事例の紹介と その分類を

提示すると と もに， 廃止後のため池管理体制の検討や廃止ため池

の設計指針等の作成の必要性について述べたもので， 農業農村工

学に関する学術または技術に関する優秀な業績であると 評価さ

れ， 農業農村工学会優秀報文賞を授賞するにふさ わし いと 評価さ

・

・

・

・

・

・
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れまし た。

【 優秀技術賞】

画像解析を用いたゲート 開度監視システムの

実用化に向けて

中田　 達・ 島崎昌彦・ 福重雄大・ 吉瀬弘人・ 吉永育生

　 本業績は， 3D カメ ラと 画像解析を用いて低コ スト 遠隔監視シ

ステムの構築と 精度の検証を行い， 社会実装の可能性を示し たも

ので， 計測データ のゲート 高さ ・ 上下流水位から 流量推定の手順

を示し ， 室内実験水路を用いた精度検証により ， 誤差発生の状況

や実用可能性について考察し たもので， 農業農村工学に関する学

術または技術に関する優秀な業績であると 評価さ れ， 農業農村工

学会優秀技術賞を授賞するにふさ わし いと 評価さ れまし た。

【 優秀技術リ ポート 賞】

農業高校の生徒による

学校周辺河川における水環境調査

人見高史

　 本業績は，帯広農業高等学校の生徒が授業の一環と し て，農業・

農村の有する水質浄化・ 生物相の保全に着目し ， 学校近く の小河

川を対象に水質および土地利用状況を調査し ， 森林帯が河川水質

の浄化に寄与し ていること を学び整理し たもので， 農業農村工学

に関する学術または技術に関する優秀な業績であると 評価さ れ，

農業農村工学会優秀技術リ ポート 賞を授賞するにふさ わし いと 評

価さ れまし た。

【 優秀技術リ ポート 賞】

QGIS を用いた整備履歴蓄積作業の課題と その対応

守山耕一・ 片桐俊英

　 本業績は， 農業水利施設等の整備履歴等のデータ 蓄積作業にお

いて， エクセルと QGIS を組み合わせて， 作業の効率化やデータ

入力精度の向上を図り ， 作成データ の定型化等により 精度の向上

を図ると と も に， 経験の浅い実務者や作業負担に悩む実務者に

と って非常に参考になるもので， 農業農村工学に関する学術また

は技術に関する優秀な業績であると 評価さ れ， 農業農村工学会優

秀技術リ ポート 賞を授賞するにふさ わし いと 評価さ れまし た。

【 優秀技術リ ポート 賞】

宮城県における「 田んぼダム」 の推進

大鷲　 悠・ 林　 貴峰・ 佐藤一浩・ 佐藤文彦・ 峯田裕昭

　 本業績は， 宮城県が関係機関と 連携し て「 田んぼダム」 を推進

し ている中で， 田んぼダム普及のために開発し た， 既存の水田に

安価かつ簡易に設置できる「 ロート 型堰板」 の設置と ， 県内全域

への普及拡大を目的に設立し た「 宮城県田んぼダム実証コンソー

シアム」 の普及・ 推進事例が紹介さ れているもので， 農業農村工

学に関する学術または技術に関する優秀な業績であると 評価さ

れ， 農業農村工学会優秀技術リ ポート 賞を授賞するにふさ わし い

と 評価さ れまし た。

【 優秀技術リ ポート 賞】

排水機場における騒音振動対策の検討

嵯峨直樹・ 北園清徳

　 本業績は， 住宅地から 約 10 m に位置するディ ーゼル原動機に

よる排水機場の整備に当たり ， 供用後の騒音振動に対する対策案

を検討し たもので， 都市化や混住化が進行する同様の地域におけ

る騒音振動対策の検討における事例と し て大いに参考と なるもの

で， 農業農村工学に関する学術または技術に関する優秀な業績で

あると 評価さ れ， 農業農村工学会優秀技術リ ポート 賞を授賞する

にふさ わし いと 評価さ れまし た。

【 優秀技術リ ポート 賞】

透水性改良体を用いたため池堤体の安定化工法の開発

西尾竜文・ 足立有史・ 泉　 明良

　 本業績は， 透水性改良体を用いたため池堤体の安定化工法につ

いて， 堤体の老朽化および頻発する自然災害に対する改修方法と

し て非常に有益であり ， 実験によって示し た堤体内の水位低下と

変形抑制効果， 試験ため池での施工性の検証結果は， ため池の改

修工法の検討や選定において大いに参考になるもので， 農業農村

工学に関する学術または技術に関する優秀な業績であると 評価さ

れ， 農業農村工学会優秀技術リ ポート 賞を授賞するにふさ わし い

と 評価さ れまし た。

【 優秀技術リ ポート 賞】

ド ローン搭載型レーザースキャナーを利用し た

施工管理

松本　 淳

　 本業績は， 区画整理工事においてド ローン搭載型レーザース

キャ ナーの測量結果を 3 次元 CA D で処理し ， M C ブルド ーザの

導入と 田面高のヒ ート マッ プによる出来形管理の可視化により 適

切な工程管理を行い，省力化や施工品質の向上を実現し たもので，

農業農村工学に関する学術または技術に関する優秀な業績である

と 評価さ れ， 農業農村工学会優秀技術リ ポート 賞を授賞するにふ

さ わし いと 評価さ れまし た。

【 環境賞】

十三湖土地改良区の環境保全活動

十三湖土地改良区

　 本業績は， 十三湖土地改良区が長年にわたり 取り 組んできた小

学生を対象と し た施設見学会や地域住民を対象と し た複数の環境

保全活動は， 非農業者組織と の連携や農村コミ ュニティ の活性化

に寄与するもので， 農業・ 農村の生産・ 生活環境の改善や生態系

保全等， 美し い環境の保全や創出において優れた管理・ 保全活動

をし たと 評価さ れ， 農業農村工学会環境賞を授賞するにふさ わし

いと 評価さ れまし た。

・

・

・

・

・

・

・

・
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【 歴史・ 文化賞】

我が国の農業用水・ 農地・ 農村の歴史的経緯

（ 瑞穂の国の水土里の軌跡） に係る普及活動

花田潤也・ 冨田晋司・ 八丁信正

（ 一社）農業農村整備情報総合センタ ー

　 本業績は， この国の社会を有史以来支えてきた農業生産基盤に

ついて， 農業用水（ 水）， 農地（ 土）， 農村（ 里） の 3 つの切り 口

から， わが国の発展と 歴史と のかかわり を整理・ 解説し ， 学会誌

や W eb 等での発表以外に， 大学での授業や技術者養成研修， 学

会での講演，国際会議などさ まざまな場面で発信し ているもので，

農業農村工学に関する歴史・ 文化を広く 世に紹介し たものである

と 評価さ れ， 農業農村工学会歴史・ 文化賞を授賞するにふさ わし

いと 評価さ れまし た。

【 歴史・ 文化賞】

溜池と 井堰を中心と し た農業水利施設をめぐる

悠久の歴史と 民俗・ 文化に関する学際的論考

河地利彦

　 本業績は， 農業農村工学における歴史的遺産であるため池やそ

れを取り 巻く 水利システムについて， 社会的背景や文化的側面に

言及し つつ， その歴史的な価値について深く 考察し たもので， た

め池灌漑と 井堰灌漑について， ため池を構成する各構造や築堤技

術を詳細に述べているもので， 農業農村工学に関する歴史・ 文化

を広く 世に紹介し たも のであると 評価さ れ， 農業農村工学会歴

史・ 文化賞を授賞するにふさ わし いと 評価さ れまし た。

【 歴史・ 文化賞】

「 国宝」 通潤橋及び通潤用水に係る歴史的意義の

総合的解明

山都町教育委員会

　 本業績は， 通潤橋が近世の土木構造物において国と し て初めて

国宝に指定さ れる背景の基礎と なっ た調査報告書のひと つで， 水

不足に悩む白糸台地に水を送るため， 通潤橋および通潤用水の建

設時に熊本藩と の折衝や石材調達， 人員の調達など， 施設の計画

から完成に至る経緯が整理さ れているもので， 農業農村工学に関

する歴史・ 文化を広く 世に紹介し たも のであると 評価さ れ， 農業

農村工学会歴史・ 文化賞を授賞するにふさ わし いと 評価さ れまし

た。

【 地域貢献賞】

官民連携による新潟県亀田郷地区に建設さ れた

鋼矢板排水路の保全対策に関する一連の取組み

（ 株）信越測量設計・ 亀田郷土地改良区・ 新潟県農地部

　 本業績は， 亀田郷地区で問題の鋼矢板排水路の腐食・ 座屈につ

いて， 産学官一体で鋼矢板の腐食実態の把握や腐食メ カニズムの

解明， 新潟県独自施策の既設鋼矢板の健全部位を再利用するリ サ

イクル工法「 継ぎ矢板工法」 の開発やその性能評価に取り 組んで

おり ， これらの保全管理技術は国のマニュアル類にも反映さ れて

いるもので， 農村地域社会の発展・ 活性化に貢献し たものと 評価

さ れ， 農業農村工学会地域貢献賞を授賞するにふさ わし いと 評価

さ れまし た。

【 地域貢献賞】

大川原地区棚田地域の保全活動

大川原地区棚田地域振興協議会

　 本業績は， 地域のさ まざまな課題解決のため， 地域住民や民間

業者， 行政等の多様な構成員からなる協議会を設立し ， 棚田保全

活動のほか， 棚田米のブランド 化， 牡丹そばの栽培および販売，

都市農村交流等， 農村地域の振興に大きく 貢献し ており ， 令和 4

年 3 月には「 つなぐ棚田遺産」 に認定さ れるなど， その実績が評

価さ れたもので， 農村地域社会の発展・ 活性化に貢献し たものと

評価さ れ， 農業農村工学会地域貢献賞を授賞するにふさ わし いと

評価さ れまし た。

【 地域貢献賞】

農業・ 農村を未来につなぐ

「 水土里キッ ズのわく わく 探訪」

秋田県土地改良事業団体連合会

　 本業績は， 農業農村の未来を担う 子供たちを主軸と し た「 水土

里キッ ズのわく わく 探訪」 を通じ て， 土地改良事業において課題

と なっている非農家の土地改良事業への理解推進に貢献するもの

で， これまで 20 年以上継続し て活動を行い， 地域一体と なっ た

取組みを展開し て農業・ 農村の伝統や文化をつなぐ役割を果たし

ているもので， 農村地域社会の発展・ 活性化に貢献し たものと 評

価さ れ， 農業農村工学会地域貢献賞を授賞するにふさ わし いと 評

価さ れまし た。

【 メ ディ ア賞】

ソーシャルメ ディ アを活用し た広報活動の取組み

宮城県農政部農村振興課

　 本業績は， ため池での転落防止の注意喚起や田んぼダムによる

洪水被害防止効果等について， ソ ーシャルメ ディ アを活用し て動

画等により 情報発信を行う と と もに， これらを活用し た出前講座

は， さ まざまなマスメ ディ アで報道さ れるなど農業農村工学分野

の認知度を高めること に寄与し ているもので， 農業農村工学を紹

介し た優れた動画および広報活動であると 評価さ れ， 農業農村工

学会メ ディ ア賞を授賞するにふさ わし いと 評価さ れまし た。

【 功労賞】

農業農村整備の推進に関する技術振興と

技術者育成への取組

今井浩一

　 今井氏は， 農林水産省に入省後， 全国各地の農業農村整備事業

の推進に多大な貢献をさ れ， 退職後は， 東北農業土木技術士会の

・

・

・

・
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会長および技術者継続教育機構CPD 東北地方委員会の委員長を

務められ， 技術者継続教育の推進と 技術者の育成に取り 組まれた

もので， 長年にわたる地道な教育・ 研究または実務の積重ねを通

じ て， 農業農村工学の学術または技術の進歩発展に多大の功労が

あったと 認められ， 農業農村工学会功労賞を授賞するにふさ わし

いと 評価さ れまし た。

2024 年度上野賞選考経過報告 

上野賞選考委員会

　 2022 年 1 号から 2023 年 12 号までに， 農業農村工

学会誌に発表さ れた業績の中から， 総計 16 件の業績

が候補と し て各委員から 推薦さ れた。 2024 年 3 月 14

日開催の第 2 回上野賞選考委員会において， 各候補業

績について慎重に審査を行っ た結果， 次の 2 業績を選

考し ， 2024 年 5 月 10 日開催の第 279 回理事会におい

て承認さ れ， 授賞が決定し た。

【 上野賞】

直轄災害復旧事業「 勇払東部地区」 の早期復旧の取組

厚真町土地改良区

厚真町

北海道開発局室蘭開発建設部

　 平成 30 年 9 月 6 日に発生し た北海道胆振東部地震では最大震

度 7 を観測し ， 農業水利施設に甚大な被害が発生し た。 厚真ダム

は周辺法面の崩壊等により 洪水吐， 取水放流施設等が損壊し た。

厚幌導水路等用水路は 28. 3 km にわたり パイプラ インが離脱，

沈下・ 浮上するなど被災し た。 このため， 直轄災害復旧事業「 勇

払東部地区」 に着手し ， これら施設の復旧を行った。

　 厚真ダムは， ほぼ満水であったため， 二次災害防止のため応急

復旧工事により 緊急落水し ， その後の大雨等に対応できる放流機

能の確保を行い， 本復旧工事に移行し た。 厚真ダムの復旧では，

早期復旧の観点から， 洪水吐の復旧工事では解体・ 撤去が不要な

プレキャスト 埋設型枠を採用し た。 パイプラインの復旧では， 再

度災害防止の観点から， 被害の大きかった曲管部や泥炭性軟弱地

盤区間において， 基礎地盤の変位に追従し ， 継手の離脱防止にも

対応し た鎖構造継手管路を採用し た。

　 厚真ダムと 厚幌導水路等が被災し 復旧に時間を要するため， 翌

年からの水田営農に必要な用水確保が課題であった。 この対応策

と し て，河川管理者と の協議により 厚幌ダムで暫定用水を確保し，

現況水利施設の被災状況を把握し た上で， 既存施設の活用と 仮施

設造成により 水田への用水供給を可能にし た。 厚真町土地改良区

と 厚真町は， 復旧工事の地元調整や用水不足の際には番水による

用水利用の調整を行う などし た。 このよう に関係機関が協力し ，

用水の暫定的な対応を早期に行ったこと から， 地震による離農者

は皆無であった。

　 以上のよう に， 地震翌年の営農に影響を与えないよう に早期の

応急復旧工事等の実施による営農再開に向けた関係機関連携の取

組みを行う と と もに， 6 年間と いう 短期間に計画的かつ先進的な

災害復旧を行っ たこ と は， 災害が多発する日本の地域農業の存

続・ 復興の有用なモデルと なると と もに， 農業農村工学の持つ技

術力の普及に大きく 寄与すると 認められ， 上野賞を授賞するにふ

さ わし いと 評価さ れまし た。

【 上野賞】

愛媛県における樹園地整備

愛媛県農林水産部農業振興局農地整備課

　 愛媛県の急傾斜地に立地する樹園地は， 小規模分散性や水不足

等の課題を抱えながらも， 温暖な気候と 豊富な日射量により 高品

質な柑橘類を生産し てきた。 し かし ， 平野部の水田に比べ工費が

高いこと に起因し ， 樹園地および付帯施設整備は容易ではない。

さ らに平成 30 年 7 月豪雨により ， 深刻な被害を被っている。

　 こ れに対し ， 近年， 愛媛県が取り 組む樹園地整備は， 先進性を

有し ， 農業農村に関する事業の発展に寄与すると 認められる。

　 具体的にはまず， 平成 30 年 7 月豪雨で被災し た樹園地におい

て，現地の地形や被災規模，農家意向等に基づき「 原型復旧」，「 改

良復旧」，「 再編復旧」 の 3 つの復旧方法を用意し ， 関係機関と 連

携し て復旧を進めている。 こ のう ち，「 再編復旧」 では， 農地中

間管理機構関連農地整備事業を活用し ， 関係機関で構成するワー

キングチーム等で， 単なる復旧ではなく ， 地域の将来像を見据え

た整備計画を提案し ている。 その結果， 従前地の果樹伐採により

損益が生じ ると いう 樹園地特有の課題もあり ながら， 農家や地域

の積極的な事業参画を実現し ， 優良品種の導入や担い手農家への

農地流動化に至っていること は特筆に値する。

　 また， 急傾斜地に立地する樹園地特有の課題に対し ， 特に， 土

壌流亡を防ぎ， 侵食や崩壊を防止する承水路と し ても機能する農

道整備は， 独自性の高い技術であると いえる。 さ らに， 冬水の確

保やマルチド リ ッ プ灌漑方式の導入など， 水資源の確保・ 利用に

おいて， 独自の取組みが行われていること も特筆に値する。

　 以上のよう に， 対象事業は， 急傾斜地に立地する樹園地の課題

に対し ， 地域特有の技術を活用し ， 地域の存続と 農業経営の向上

を図った取組みであり ， 上野賞を授賞するにふさ わし いと 評価さ

れまし た。

2024 年度沢田賞選考経過報告 

沢田賞選考委員会

　 授賞規程および細則に則り ， 2024 年 4 月 4 日開催

の第 2 回沢田賞選考委員会において次の 1 件を 選考

し ， 2024 年 5 月 10 日開催の第 279 回理事会において

承認さ れ， 授賞が決定し た。

【 沢田賞】

生態系サービス評価・ シナリ オ分析による

地球環境の持続的な利用・ 管理に関する一連の研究

橋本　 禅

　 橋本　 禅氏は， 東京大学大学院農学生命科学研究科生物・ 環境

工学専攻修了後， 国立環境研究所， 京都大学大学院地球環境学堂

・

・

・

・
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【 優秀技術リ ポート 賞】

透水性改良体を用いた

ため池堤体の安定化工法の開発

　 こ のたびは， 優秀技術リ ポート 賞をいただき ， 大変

光栄に存じ ます。 本受賞につきまし て， ご審査いただ

きまし た，ご関係者の皆様に心より お礼申し 上げます。

本リ ポート では， 新たな地盤材料である透水性改良体

を用いた， ため池堤体の安定化工法の開発について紹

介し まし た。 近年， 豪雨や地震などの頻発化・ 大規模

化により ， ため池堤体の被害が頻発し ているこ と を受

け， 浸透・ 地震に対するため池堤体の安定化工法と し

て， 本工法の開発に取り 組んでいます。 本工法で使用

する透水性改良体は， 透水性の高い砕石に少量のセメ

ント スラ リ ーと 混和材を混合し ， 空隙を確保し た状態

で固化し た改良体であり ， 優れた透水性と せん断強度

を有する材料です。 本材料をため池堤体の下流側法尻

部に配置するこ と で， 堤体内の浸透水を効率的に排水

すると と も に， 地震時の堤体のすべり 破壊を抑制し ま

す。 遠心模型実験や農研機構が保有する試験ため池を

対象と し た施工試験により ， 浸透および地震時に対す

る適用効果やため池での施工性について検証を行い，

その成果を 技術マニュ アルと し て取り まと めていま

す。 今後は， 実際のため池への適用に向け， 透水性改

良体の造成および品質管理方法のさ ら なる合理化を図

ると と も に，得ら れた成果を技術マニュ アルに反映し ，

さ ら に使いやすい技術と なるよう 改良を進めていく 予

定です。 本技術を広く 展開するこ と で， 災害に強い農

業農村の整備に貢献し ていきたいと 思います。 最後に

なり ますが， 本工法の開発に当たり ， ご指導をいただ

きまし た関係者の皆様に， こ の場をお借り し て心より

感謝申し 上げます。

業績： 透水性改良体を用いたため池堤体の安定化工法の開発， 水

土の知 91（ 7）， pp. 36～37（ 2023）

【 優秀技術リ ポート 賞】

ド ローン搭載型レーザースキャ ナーを

利用し た施工管理

長崎県農村整備課　 松本　 淳

　 こ のたびは， 優秀技術リ ポート 賞を

賜り ， 大変光栄に存じ ます。 受賞に際

し まし て， ご推薦， ご審査いただきま

し た関係者の皆様に心より 御礼申し 上

げます。

　 本リ ポート では， 五島列島の福江島において， 圃場

整備工事でド ローン搭載型のレーザースキャ ナーを利

用し た施工管理事例について紹介し まし た。

　 人材不足が進む中で， 切土・ 盛土の扱い土量が大き

い圃場整備工事において本技術を採用し ， 測量作業の

省力化・ 迅速化を図り ， 定期的な測量（ 土量算定） を

実施し 的確な 運土計画が実現で き ま し た。 さ ら に

ICT 建設機械（ M C ブルド ーザ， M G バッ ク ホウ） を

利用するこ と により 凹凸の少ない圃場が整備できたと

実感し ており ます。 今後， さ ら に ICT 技術の向上に

より ， 遠隔操作での施工や自動運転での施工も 可能に

なる日も 近いのかも し れません。 し かし ， 圃場整備工

事ついては， 設計図どおり 施工するこ と が第一ではな

く ， 現場の状況を把握し ， 農家が作業し やすい農家目

線に立っ た整備が大切であると 考えます。

　 最後になり ますが， 本工事を実施し リ ポート 作成に

協力いただいた施工業者の方にこ の場を借り て感謝申

し 上げます。

業績： ド ローン搭載型レーザースキャナーを利用し た施工管理，

水土の知 91（ 7）， pp. 38～39（ 2023）

【 環境賞】

十三湖土地改良区の環境保全活動

十三湖土地改良区

　 こ のたびは， 栄えある農業農村工学

会環境賞を受賞するこ と ができ ， 誠に

光栄に存じ ます。 受賞に際し ， ご推薦

およびご審査を賜り まし た皆様に， 心

より お礼申し 上げます。

　 十三湖土地改良区は， 本州最北端津

軽半島の岩木川最下流部の右岸地区に位置し ， 昭和

23 年度から 44 年度にかけて実施さ れた国営十三湖干

拓建設事業により ， 干拓と 岩木川左右岸の用排水改良

が行われまし た。 その後， 昭和 57 年度から は国営津

軽北部農業水利事業， 平成 4 年度から は県営津軽北部

十三湖地区かんがい排水事業により ， 幹線用水路のパ

（ 株）安藤・ 間

西尾竜文

（ 株）安藤・ 間

足立有史

農研機構

農村工学研究部門

泉　 明良

理事長　 野上憲幸
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イプラ イン化や用排水機場， 幹線排水路等を整備し ま

し た。 平成 27 年度から は， 国営十三湖地区総合農地

防災事業および国営津軽北部二期地区かんがい排水事

業により ， 頭首工等の基幹水利施設更新整備が実施さ

れていま す。 令和 6 年 9 月現在の受益面積は 1, 627

ha， 組合員数は 729 人です。

　 十三湖干拓建設事業より 整備さ れてきた水循環シス

テムを次世代に継承するこ と を目的に， 地域の小学 5

年生を対象と し た「 水と 大地の探検隊」 を平成 15 年

より 実施し ており ， 参加者は約 20 年間で延べ 1, 000

人を超えまし た。 主な内容は， 岩木川から 取水する頭

首工の見学， パイプラ インによる水循環システムの学

習， 洪水を未然に防ぐ 排水ポンプの見学， 水路の生態

系保全と 多面的機能についての学習です。

　 また， そのほかに小学生と 関係機関， 地域自治会が

一体と なり 水循環協議会を組織し ， 中泊町教育委員会

の放課後子ども 教室と 連携し て， 県営湛水防除事業で

整備さ れた水路の生態系調査と 水質調査を継続し て実

施し ており ます。

　 今回の受賞を励みと し ， 当土地改良区は今後も 次代

を担う 子供たちの環境意識の醸成を地域社会が一体と

なっ て取り 組んでまいり ます。

　 最後になり ますが， 当土地改良区の活動に対し ， 格

別のご理解と ご協力をいただいており ます関係者の皆

様に深く 感謝申し 上げますと と も に， 農業農村工学会

のますますのご発展を祈念し ， 受賞のお礼の言葉と さ

せていただきます。

【 歴史・ 文化賞】

我が国の農業用水・ 農地・ 農村の歴史的経緯

（ 瑞穂の国の水土里の軌跡） に係る普及活動

（ 一社）農業農村整備情報総合センタ ー

　 こ のたびは歴史・ 文化賞を賜り 光栄に存じ ます。 こ

れまでご指導いただいた方々， ご審議いただいた委員

をはじ め， 関係者の皆様に厚く お礼申し 上げます。

　 こ れまでも わが国の NN（ 農業農村工学分野） の歴

史は「 大地への刻印」（ 昭和 63 年） により 整理さ れ，

「 国土を創造し た人々」，「 地域の礎」 などと と も に「 水

土の礎」 により データ ベース化さ れてきまし た。 今回

の活動を通じ て， NN が全国で果たし てきた事業の偉

大さ や， 諸先輩方の熱意に触れるこ と ができ ， 圧倒さ

れる気持ちであると と も に， 尊敬の念を抱かずにはい

ら れません。

　 本活動は，「 大地への刻印」 から 約四半世紀が過ぎ，

改めて， わが国の農業資産の形成過程やその変遷につ

いて， 学校の教科書等の史実を織り 交ぜながら，「 瑞

穂の国の水土里の軌跡」 と いう 報文を連載（ 令和元～

2 年， 全 4 回） し たも のです。 また， 講義スラ イ ド も

作成し ， 大学講座への活用（ 令和元年～）， 農林水産

省の初任者研修における 歴史講義のカ リ キュ ラ ム化

（ 令和 3 年～） などにも 取り 組み， さ ら に連載記事を

ウェ ブサイ ト 化し て英語版も 作成し ， ICID 国際会議

（ 令和 4 年） でも 紹介し まし た。 こ れら の活動は，「 水

土の知」（ 令和 6 年第 92 巻第 9 号） で報告し た「 学

習マンガ」 のきっ かけにも なり ， 一般向けの普及活動

と し て発展し ています。

　 本活動は， 企画し てく ださ っ た安部伸治様， さ まざ

まな助言をく ださ っ た鮫島信行様， 齊藤政満様， 廣瀬 

伸様， 仲家修一様， 小林祐一様， 米田博次様， 堀畑正

純様， 佐藤具揮様をはじ めと する諸先輩方， 資料や写

真収集に協力し てく ださ っ た農政局の皆様方のご指

導・ ご協力がなければ実現できませんでし た。 こ の場

を借り て深く 感謝申し 上げます。

　 最後になり ますが， 一連の活動の背景には， 金子照

美様のこ れまでの活動や，「 四半世紀の広報・ 雑感 行

政はなぜ広報が苦手なのか？」（ A RIC 情報 126， 平

成 29 年 , h ttp s://w w w . ar i c. or . j p /com m on _

public/pdf/A RIC_ 126-F ocus. pdf） と いう 報文があ

り まし た。 今般， 金子照美様のご訃報に接し ， 謹んで

心より の感謝と お悔やみを申し あげます。

【 歴史・ 文化賞】

溜池と 井堰を中心と し た農業水利施設をめぐ る

悠久の歴史と 民俗・ 文化に関する学際的論考

京都大学名誉教授　 河地利彦

　 こ のたびは，「 歴史・ 文化賞」を賜り ，

誠に光栄に存じ ます。受賞に際し ，種々

労をおと り いただいた関係各位には，

赤心より 御礼申し 上げます。

　 本賞は「 米原郷土史研究 まいれき 」

と いう 一地方（ 滋賀県米原市） の郷土史研究の機関誌

に投稿し まし た， 次の三篇の小稿に対し て賜っ たも の

です。

農林水産省農村振興局

整備部農地資源課

花田潤也

（ 独）水資源機構

冨田晋司

（ 一社）海外農業開発

コ ン サルタ ンツ協会

八丁信正

https://www.aric.or.jp/common_

